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町
制
施
行
80
周
年
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15 歳未満の
人口割合県内１位！

府
中
町
に
ま
つ
わ
る

写
真
募
集
！

人
口
増
加
率
県
内
３
位
！

子
育
て
世
帯
に

選
ば
れ
る
ま
ち

町
制
施
行
80
周
年

記
念
事
業

　

10
月
26
日
、
平
成
27
年
国
勢
調

査
の
確
定
値
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

府
中
町
は
町
制
を
施
行
し
て
か
ら

町
勢
の
発
展
と
と
も
に
人
口
が
増

加
し
、
平
成
２
年
国
勢
調
査
で
初

め
て
人
口
５
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
横
ば
い
の
状
況

が
続
き
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
国

勢
調
査
で
は
、
前
回
調
査
を
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
口　
　

５
１
０
５
３
人

（
前
回
比
＋
６
１
１
人
）

　

世
帯
数　

２
１
１
０
９
世
帯

（
前
回
比
＋
８
７
２
世
帯
）

　

町
制
施
行
80
周
年
を
記
念
し
て
、

平
成
29
年
度
に
次
の
催
し
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

４
月

　

町
制
施
行
80
周
年
記
念
式
典

５
月

　

府
中
北
交
流
セ
ン
タ
ー

　

開
館
記
念
フ
ェ
ス
タ

９
～
12
月

　

く
す
の
き
プ
ラ
ザ
開
館
10
周
年

　

記
念
事
業
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
ラ
ジ

　

オ
番
組
、
府
中
セ
ミ
ナ
ー
、
絵

　

本
作
家
講
演
会
）

11
月

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ

　

２
０
１
７
in
府
中
町

　

町
制
施
行
80
周
年
記
念
式
典

（
平
成
29
年
４
月
１
日
㈯
開
催
予

定
）
と
同
時
に
開
催
す
る
写
真
展

の
展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容　

府
中
町
の
歴
史
を
感

　

じ
る
こ
と
が
で
き
る
写
真

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
メ
ー

　

ル
ま
た
は
郵
送
、
持
参
で

応�

募
用
紙
配
布
場
所　

企
画
課(

役

場
３
階)

、
両
公
民
館

※�

府
中
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

応
募
期
限　

２
月
10
日
㈮

留
意
事
項
等

・
応
募
写
真
は
、
ス
キ
ャ
ン
後
返

　

却
し
ま
す
。

・
重
複
等
の
理
由
で
展
示
し
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・�

応
募
写
真
は
、
写
真
展
で
展
示

す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※�

そ
の
他
、
留
意
事
項
は
応
募
用

紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

企
画
課

　

〒
７
３
５-

８
６
８
６(

住
所
不
要)

　

*kikaku@town.fuchu.hiroshima.jp

未
来
へ
躍
進

　

～
選
ば
れ
る
ま
ち

「
府
中
町
」
を
目
指
し
て
～

　

府
中
町
は
、
平
成
29
年
１
月
１

日
で
町
制
を
施
行
し
て
80
年
の
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
町
制
移
行
当

時
、
農
業
中
心
だ
っ
た
当
町
は
先

人
の
方
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
情

熱
に
よ
り
商
工
住
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
住
み
よ
い
町
へ
と
発
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
町
制
施
行
80

周
年
の
節
目
に
当
た
り
、
当
町
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
多
く
の
方
々

に
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
当
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願

い
、
町
民
の
皆
様
が
「
住
ん
で
よ

か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続

け
た
い
」
と
実
感
で
き
る
府
中
町

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

府
中
町
長　

佐
藤
信
治

年

月

内
容

昭
和
12

1
町
制
施
行

（
府
中
村
か
ら
府
中
町
へ
）

昭
和
13

3
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
広
島
工
場
完
成

昭
和
22

4
学
校
組
合
立
府
中
中
学
校
開

校
（
小
学
校
４
教
室
借
用
）

昭
和
24

７
府
中
中
学
校
新
校
舎
に
移

転
・
入
校
式

昭
和
25

8
府
中
町
民
広
報
創
刊
号
発
行

昭
和
29

4
府
中
南
小
学
校
開
校

5
役
場
新
庁
舎
完
成

（
現
歴
史
民
俗
資
料
館
）

昭
和
30

7
府
中
中
央
公
民
館
開
館

（
現
府
中
公
民
館
）

昭
和
32

11
府
中
小
学
校
新
校
舎
完
成

昭
和
36

4
府
中
町
立
府
中
中
学
校
設
置

昭
和
37

10
府
中
南
公
民
館
開
館

昭
和
39

９
府
中
中
学
校
新
校
舎
完
成

昭
和
42

4
消
防
本
部
・
消
防
署
発
足

昭
和
43

4
府
中
中
央
小
学
校
開
校

昭
和
45

5
町
章
制
定

昭
和
47

2
山
陽
新
幹
線
府
中
ト
ン
ネ
ル

開
通

昭
和
50

3
山
陽
新
幹
線
開
通

5
府
中
町
民
憲
章
制
定
告
示

昭
和
51

3
消
防
庁
舎
完
成

昭
和
52

10
第
１
回
花
と
文
化
と
産
業
ま

つ
り

11
第
１
回
ふ
る
さ
と
祭
り

昭
和
54

4
府
中
東
小
学
校
開
校

80
年
の
主
な
で
き
ご
と

問
企
画
課　

☎
２
８
６ｰ

３
１
２
１
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昭
和
55

4
府
中
緑
ケ
丘
中
学
校
開
校

県
立
安
芸
府
中
高
等
学
校
開
校

昭
和
56

5
府
中
町
議
会
だ
よ
り
創
刊

昭
和
57

3
非
核
町
宣
言

4
府
中
北
小
学
校
開
校

福
寿
館
開
館

昭
和
59

3
町
花
「
つ
ば
き
」
制
定

役
場
新
庁
舎
完
成

11
歴
史
民
俗
資
料
館
開
館

（
旧
役
場
庁
舎
）

昭
和
61

4
空
城
山
公
園
完
成

昭
和
62

5
町
木
「
く
す
の
き
」
制
定

12
府
中
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
設
立

平
成
7

10
揚
倉
山
健
康
運
動
公
園
（
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
）
完
成

平
成
8

10
ひ
ろ
し
ま
国
体
府
中
町
大
会

開
催
（
サ
ッ
カ
ー
成
年

男
子
1
部
）

（
揚
倉
山

　

健
康

　

運
動

　

公
園
）

平
成
10

4
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
館

9
茂
陰
ト
ン
ネ
ル
開
通

平
成
14

8
府
中
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設

平
成
15

10
つ
ば
き
バ
ス
（
町
内
循
環
バ

ス
）
運
行
開
始

11
第
１
回
つ
ば
き
祭
り

平
成
16

3
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ
・
ソ

レ
イ
ユ
（
現
イ
オ
ン
モ
ー
ル

広
島
府
中
）
開
業

ふ
ち
ゅ
う
情
報
プ
ラ
ザ
つ
ば

き
館
開
館

平
成
19

5
安
芸
府
中
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
く
す
の
き
プ
ラ
ザ
開
館

町
立
図
書
館
開
館

平
成
21

11
府
中
南
交
流
セ
ン
タ
ー
開
館

平
成
22

4
鶴
江
鹿
籠
線
全
線
開
通

広
島
高
速
２
号
線
開
通

ひろしま国体
府中町マスコットキャラクター

　

昭
和
12
年
１
月
１
日
に
当
時
の

府
中
村
が
単
独
で
町
制
を
施
行
し
、

府
中
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
町
制

施
行
当
時
の
人
口
は
５
０
７
７
人
、

世
帯
数
は
１
０
７
６
世
帯
で
し
た
。

　

翌
年
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会

社
広
島
工
場
が
完
成
し
、
東
洋
工

業
株
式
会
社
（
現
マ
ツ
ダ
株
式
会

社
）
と
併
せ
て
、
府
中
町
の
産
業

の
基
盤
と
な
り
、
府
中
町
は
農
業

中
心
の
町
か
ら
企
業
城
下
町
へ
と

転
換
し
て
い
き
ま
す
。

府中北小学校開校式（昭和57年）

　

昭
和
50
年
代
、
児
童
数
の
急
増

に
伴
い
、
府
中
小
学
校
は
児
童
数

　

平
成
16
年
に
は
、
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
広
島
工
場
跡
地
に
大
規
模
複
合

ひろしま国体
府中町大会開催

（平成8年）

町
制
施
行
と

産
業
の
転
換

人
口
の
急
増
と

整
う
生
活
基
盤

80
年
の
あ
ゆ
み

国
体
の
開
催

（
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
）

商
工
住
の
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
ま
ち
へ

　

平
成
に
入
り
、
府
中
町
は
平
成

８
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第
51
回
国

民
体
育
大
会
」
の
サ
ッ
カ
ー
競
技

成
年
男
子
１
部
の
競
技
会
場
と
な

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、

町
の
サ
ッ
カ
ー
競
技
熱
は
高
く
、

町
内
に
は
少
年
か
ら
一
般
、
女
性

ク
ラ
ブ
を
含
め
９
チ
ー
ム
が
活
動

２
千
人
を
超
え
る
県
下
有
数
の
マ

ン
モ
ス
校
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、当
時
３
校
あ
っ
た
小
学
校（
府

小
・
中
央
小
・
南
小
）
に
加
え
て
、

昭
和
54
年
に
府
中
東
小
学
校
、
昭

和
57
年
に
府
中
北
小
学
校
を
開
校

し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、

府
中
中
学
校
も
同
様
に
県
下
１
位

の
マ
ン
モ
ス
校
（
昭
和
53
年
の
生

徒
数
１
７
９
５
人
）
と
な
っ
た
た

め
、
昭
和
55
年
、
府
中
緑
ケ
丘
中

学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。

商
業
施
設
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ

ィ
・
ソ
レ
イ
ユ
（
現
イ
オ
ン
モ
ー

ル
広
島
府
中
）
が
開
店
し
、
広
島

都
市
圏
東
部
の
商
業
拠
点
と
し

て
、
町
民
の
み
な
ら
ず
、
広
範
囲

な
地
域
か
ら
人
々
が
訪
れ
る
町
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
に
は
町
立
図

書
館
や
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
が
複

合
し
た
「
く
す
の
き
プ
ラ
ザ
」
が

開
館
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化

的
活
動
の
場
と
し
て
現
在
も
多
く

の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
通
面
で
は
、
町
内
を
循
環
す

る
「
つ
ば
き
バ
ス
」
の
運
用
が
開

始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
内
移

動
が
し
や
す
く
な
り
、
公
共
施
設

へ
の
ア
ク
セ
ス
利
便
性
が
高
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
鶴
江
鹿
籠
線
の

全
線
開
通
や
広
島
高
速
２
号
線
の

完
成
に
よ
っ
て
、
広
域
的
な
都
市

間
の
ア
ク
セ
ス
も
飛
躍
的
に
向
上

し
ま
し
た
。

を
し
て
い
ま
し
た
。
町
で
は
、
町

全
体
で
サ
ッ
カ
ー
競
技
へ
の
関
心

と
理
解
を
高
め
、
町
民
総
ぐ
る
み

で
国
体
を
迎
え
る
た
め
、
平
成
３

年
か
ら
６
年
ま
で
県
内
外
か
ら
強

豪
チ
ー
ム
を
迎
え
て
サ
ッ
カ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
う
し
て
迎
え
た
大
会
は
、
町
内

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
小

学
生
に
よ
る
マ
ス
ゲ
ー
ム
な
ど
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
町
内
会
を
出
場

県
数
20
チ
ー
ム
に
分
け
て
結
成
し

た
応
援
団
に
よ
る
応
援
が
行
わ
れ
、

会
場
内
が
笑
顔
に
包
ま
れ
成
功
裏

に
終
了
し
ま
し
た
。

安芸府中生涯学習センターくすのきプラザ
開館記念式典（平成16年）

東洋工業の全景
（昭和37年の広報ふちゅうより）


	ふちゅう1月号_最終_Part2
	ふちゅう1月号_最終_Part3

